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南部北上帯ペルム系岩井崎石灰岩産の特異な低緯度型軟体動物群集とその意義
A unique low-latitude-type molluskan assemblage from the Permian Iwaizaki limestone
in the S. Kitakami belt, NE Japan
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東北日本南部北上帯の中部ペルム系上部岩井崎石灰岩から初めて巨大巻貝”Pleurotomaria” yokoyamiが産出した。小型
の平旋回巻貝Porcelliasp.が随伴する。これらの巻貝化石の産出は極めて稀で，これまで西南日本の赤坂石灰岩からの産
出報告があるのみである。赤坂石灰岩は超海洋パンサラサ中央の低緯度域で堆積した海山上の礁石灰岩がであるのに対
し、岩井崎石灰岩は砕屑岩優勢の陸棚浅海で形成されたパッチ礁石灰岩からなる。岩井崎石灰岩から、赤坂と共通のユ
ニークな巻貝群集、さらに巨大二枚貝や大型フズリナの産出が確認されたことから、同様に低緯度域で堆積したこと、さ
らには南部北上帯が南中国縁辺、すなわちその東北延長部をなしていたことが推定される。
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